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新基本構想を議決へ

11日から開会の北区議会第3回定例会

都立特別支援学校の給食費を4月に遡及し恒久無料化
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区議会第3回定例会  日本共産党北区議員団の本会議質問

こ
の
11
日
か
ら
、
北
区
議
会

第
3
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま

す
。
今
議
会
で
は
、
北
区
の
最

上
位
計
画
で
、
20
年
後
の
北
区

を
展
望
し
、
区
民
の
憲
章
と
も

い
え
る
新
し
い
基
本
構
想
を
議

決
し
ま
す
。

放
課
後
子
ど
も
総
合

プ
ラ
ン
を
拡
充

ま
た
、
放
課
後
の
小
学
生
の

居
場
所
や
生
活
の
場
を
保
障
す

る
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
、
一
般
登
録
の
放
課

後
子
ど
も
教
室
に
早
朝
お
よ
び

夕
方
延
長
利
用
を
新
設
し
、
学

童
ク
ラ
ブ
と
の
さ
ら
な
る
一
体

的
運
営
を
促
進
す
る
条
例
改
正

が
提
案
さ
れ
ま
す
。

給
食
費
の
無
償
化
を

さ
ら
に
拡
大

補
正
予
算
で
は
、
多
子
世
帯

へ
の
子
育
て
臨
時
給
付
金
や
、

中
小
企
業
へ
の
新
た
な
借
換
融

資
に
加
え
、
都
立
特
別
支
援
学

校
の
給
食
費
へ
の
恒
久
的
補
助

を
4
月
に
遡
及
し
て
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
で
、
小
中
学
校
、
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
特
別

支
援
学
校
と
、
す
べ
て
の
給
食

費
が
無
償
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
予
算
執
行

を
総
チ
ェ
ッ
ク

定
例
会
後
半
に
開
か
れ
る
決

算
特
別
委
員
会
で
は
、
昨
年
度

の
予
算
執
行
の
実
績
に
つ
い

て
、
7
日
間
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
審
査
し
ま
す
。

定
例
会
の
会
期
は
10
月
6
日

ま
で
で
す
。（
の
の
山
け
ん
）



【地域の拠点施設について】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」において、「地域の拠点施設」としての土地利用の位置づけがなされた、現在の赤羽小学校の敷地周辺は、今後も将来に渡り、地域の拠点としての役割を果たしていくことが望ましいことを再確認しました。 
 

○「地域の拠点施設」としての具体的な土地利用にあたっては、長い歴史の間、地域に親しまれ、多様な地域活動の中心となってきた、赤羽小学校をそのまま存置し続けることが望ましいとの意見が多くありました。 また、赤羽小学校は学校改築の時期が迫っていることから、まずは教育施設としての充実を図りながら、防災拠点としての機能を高めることを望みます。 
そのうえで、赤羽小学校が「地域の拠点施設」として、今後の地域の発展と活力の向上に寄与し、一層その機能を発揮するため、学校教育に支障のない範囲で、文化・交流・福祉等の機能を有する公共施設等との複合施設として充実が図られることを望みます。  

○事業化の検討が進む駅前周辺の市街地再開発事業については、地区周辺の防災性の飛躍的な向上に加え、都市基盤の整備、賑わいや地域活力を維持し魅力あるまちづくりが進むなどの視点から、岩淵地区等後背地への波及効果を含め、赤羽駅東口にとどまらず、駅西口を含めた駅周辺まちづくりへの寄与、貢献を期待するところです。 また、市街地再開発事業の事業化により、日影や風害など赤羽小学校の教育環境をはじめ、周辺地域の生活環境へ大きな影響を与えないよう、まちづくりを主導する区が主体的に、事業主体と十分協議し、最大限努めることを望みます。 
なお、現在事業化の動きが顕在化していない地区において開発が今後計画される際にも、同様の対応を区には望みます。  

○「地域の拠点施設」に係わる提案は以上が、望ましいものと考えます。 そのうえで、今後検討が進む市街地再開発事業による、赤羽駅東口のまちづくりへのより大きな効果が認められる場合や、同事業による赤羽小学校をはじめとした周辺地域への環境への影響が十分低減できない場合等にあっては、学校関係者をはじめ地域住民への十分な説明と理解を前提に、赤羽小学校の地区内他所への移転については「次善の策」と考えます。 

その際は、他所に現在ある機能をできる限り現地もしくはその周辺で確保できるよう最大限の配慮を、公共施設の設置者である区には強く望みます。 

やさしいまちをつくる会・北区（藤平輝明代表）と、住
民本位の赤羽まちづくりを進める会（田波紀夫代表）は 1
日、「赤羽小学校、赤羽公園をいまの場所に残し、まちづ
くり情報の全面公開を求める要請署名」1598 筆分を山田
区長に提出しました（写真）。
参加した住民らは、市街地再開発事業によって赤羽小を
赤羽公園や赤羽会館の位置に移転させる案が浮上している
ことに対し、「小学校と公園を現在の場所で整備すること
は地域住民多数の声です」と訴えました。（のの山けん）

幹事会の「まちづくり提案」（案）が否決された背景
には、これまで地域住民が自由に意見を言える場が十分

  

【【  ままちちづづくくりり提提案案（（案案））】】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

はじめに 

 

私たち、赤羽駅東口まちづくり全体協議会は、２０１５年（平成２７

年）９月に赤羽駅東口の将来のまちづくり像を「赤羽駅東口地区まちづく

りゾーニング構想」としてまとめました。 

それから 8 年が経過し、駅前地区での市街地再開発事業に代表される新

たなまちづくりの動きなど、地区周辺を取り巻く環境は大きく変わってき

ています。 

私たち協議会は、この機に、あらためて「赤羽駅東口地区まちづくりゾ

ーニング構想」を、地区住民が目指すまちの将来像として、それぞれが主

体となってその実現を図るものとして共有できるよう、より具体的な表現

として表すことを試みることにしました。 

 

２０２０年にその具体的な取組みを開始して以来、足掛け４年にわたる

幹事会の議論を中心に、協議会を構成する地区内の町会自治会、商店街、

小中学校ＰＴＡへのグループインタビューをはじめ、一般公募によるワー

クショップ、そして「赤羽駅東口地区まちづくりゾーニング構想」策定以

降では初めてとなる「まちづくり懇談会」の開催を通じて、できる限り赤

羽東口のまちづくりに係わる方々のご意見等をうかがう機会を設け、ご意

見やご要望をお聞きしてきました。 

そして、それらの機会を通じていただいた地域の多くの皆さんの「赤羽

駅東口に係わるまちづくり」への思いを、できる限り生かしながら、議

論・協議を重ね、この「まちづくり提案」をまとめました。 

 

私たち協議会は、まちづくりに関わるすべての主体が、この「まちづく

り提案」を共有し、まちづくりのあらゆる場面で、それぞれの主体が提案

の内容を意識して、今後のまちづくりに取り組まれることを強く期待しま

す。 

 

            ２０２３年９月４日（総会開催日） 

                赤羽駅東口まちづくり全体協議会 

「まちづくり提案」（案）
採択は見送りに

赤羽小と赤羽公園はいまの場所に

２つの住民団体が山田区長に1598筆分の署名を提出

赤
羽
駅
東
口
地
区
ま
ち
づ
く

り
全
体
協
議
会
は
４
日
、
赤
羽

会
館
で
２
０
２
３
年
度
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
提
案
」

を
め
ぐ
っ
て
議
論

総
会
は
新
年
度
人
事
案
を

承
認
し
た
後
、「
ま
ち
づ
く
り

提
案
」（
案
）
の
議
論
に
。
幹

事
会
が
取
り
ま
と
め
た
案
に
対

し
、「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

参
加
し
た
時
に
、
懇
談
会
は
再

度
開
く
と
言
っ
て
い
た
の
に
、

な
ぜ
開
か
な
か
っ
た
の
か
」、

「
赤
羽
小
を
存
置
す
る
声
が
多

数
と
言
い
な
が
ら
、
他
所
へ
の

移
転
を
『
次
善
の
策
』
と
い
う

の
は
矛
盾
」、「
赤
羽
公
園
は
現

地
で
改
修
す
る
と
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
公
園
を
移
設
す
る
の

は
、
地
域
住
民
の
合
意
を
得
ら

れ
な
い
の
で
は
」
な
ど
、
質
問

や
意
見
が
続
出
し
ま
し
た
。

な
お
多
数
の
参
加
者
が
発
言

を
求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
採
決
が
強
行
さ
れ
ま
し
た

が
、反
対
多
数
で
「
提
案
」（
案
）

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

幹
事
会
に
差
し
戻
し 

再
度
総
会
に
提
案

今
後
、「
提
案
」（
案
）
は
い
っ

た
ん
幹
事
会
に
差
し
戻
さ
れ
、

同
じ
く
採
択
が
見
送
ら
れ
た
活

動
方
針
案
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
て
開
か
れ
る
総
会
で
、
再
度

提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

に保障されてこなかったことがあると
思います。あらためてまちづくり懇談
会を開催するなど、住民合意の努力を
尽くすことが必要です。（のの山けん）

赤羽駅東口地区まちづくり全体協議会総会

住民合意の努力尽くして


